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令和３年６月１０日付 市議会モニター：樋口晋也 

 

モニターからの意見 議会の考えと対応 

モニター意見及び質問 

 

１．令和２年１２月１０日の「議員と議会人の違い」等についての質問に対しての回答をいただ

きましたが、小学生を相手に返答しているように思えます。質問の真意を感じ取ることができ

ない議会であるならばモニター制度自体の存在価値があるのかどうかさえ疑問に思えてしま

います。今一度明確にご教授願いたい。 

 

 

 

 

２．令和３年１月２６日の「政策討論会の開催」等についての意見について回答をいただきまし

たが、「どのような方法があるか考えていきます」とは議員の資格が問われる回答だと思って

います。「政策立案」に拘ることなく様々な議論がこの山陽小野田市議会で必要であるとの認

識がないのでしょうか。明確な回答を求めます。 

 

 

 

３．令和３年１月２６日の会派についての質問・意見に対しての回答をいただきました。ネット

で拝見した限りでは会派の理念をホームページに掲載することが決定されたと思っておりま

すが違うのでしょうか。 

 

 

 

４．上記３．が事実であった場合にホームページに会派理念が掲載されるのであれば、いつまで

に掲載するかを何故協議されないのでしょうか。 

 

 

 

１．一般質問など、自治法や会議

規則に規定されていることは議会人

としての活動で、一議員として請

願・陳情で紹介議員になることなど

は議員としての活動であると考えま

す。 

 

 

２．現実的に２２人での討論会は

運営が難しく、実施要綱の変更の必

要があると考えます。 

 

 

 

 

３と４．８月１０日からホームペ

ージに掲載しております。 
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５．今年度６月定例会一般質問で吉永議員が冒頭に副市長の悪口を言っていました。これは一般

質問のあり方としてふさわしいのか教えてください。委員会中のことを委員長でもない、いち

委員がしかも本会議場の一般質問でする内容とは思えません。 

 

 

 

６．上記５．の吉永議員の発言について問題があるとしたら本会議場において（執行部も居ると

いう意味で）議長からの注意なりあってしかるべきではないか。開かれた議会において、なあ

なあで済ますことは問題があると考えますがいかがでしょうか。市民は見ています。 

 

 

 

７．今年度６月議会で代表質問が行われましたが、一般質問との違いがどこにあったのでしょう

か。政策理念を共にする会派の特色も見えづらく、最後は議会参与が答弁で一般質問と化して

いました。代表質問は市長の政策理念、方針、まちづくりの考え等を掘り下げ一般質問につな

げていくものだと考えておりますが、何故まともな代表質問が行われないのでしょうか。明確

に教えてください。 

 ５と６．取上げて議論すべき問題

ではないと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７．会派の政策を具体的に明らか

にできていないことが理由の一つで

あると考えます。今まで以上に会派

内で議論を重ね理念、政策を明らか

にし、その見地から執行機関の識見、

見解を求めるべきであると考えます。 
 
  


